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セルフケアを支援できるよう、適切に看護することが求められる。   

























Ⅱ．方法   
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外来化学療法を受けるがん患者の副作用とセルフケアーがん患者と家族の比較－  





























3．解析対象   
本研究の解析対象は、同意の得られたがん患者65名のうち、有効回答が得られたがん患者51名  
と家族46名の中で、がん患者と家族の双方から回答のあった44組を対象とした。  
4．分析方法   
本研究はがん患者と家族が日常のなかで確認できる副作用の、脱毛、口内炎、皮膚障害、味覚  
異常、末梢神経障害、下痢、便秘、悪心・嘔吐、食欲不振、倦怠感について検討した。がん患者  
が自覚している化学療法後の副作用の有無と家族が認識してい る副作用の有無がどの程度一致し  
ているのかについては、一致率（打係数）を用いて分析を行った。また、がん患者の自覚と家族の  
認識が一致している着たちのなかで副作用が「ある」と回答した者について、副作用に対するが  
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ん患者のセルフケアと家族支援の実態を集計した。  









Ⅲ．結果   








64．4±10．7 歳   
男性  22（50．0）  
女性  22（50．0）  
疾患名  
大腸がん  
























































































































































































表2 家族の概要  
家族∩＝44  
∩（％）、平均±標準偏差  
58．3±14．7 歳   
12（27．3）   
32（72．7）  
29（67．4）   
6（14．0）   
6（14．0）   
2（4．7）  














5名以上   
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表3 化学療法による副作用の一致率（がん患者の自覚と家族の認識）  
がん患者の自覚  
家 族 の 認 識  
ある ∩（％）  ない ∩（％）  
化学療法後の副作用の項目  
脱毛  ある ∩（％）  
ない ∩（％）  
ある ∩（％）  
ない ∩（％）  
知らない（わからない）  
∩（％）  
ある ∩（％）  
ない ∩（％）  
知らない（わからない）  
∩（％）  
ある ∩（％）  
ない ∩（％）  
知らない（わからない）  
n（％）  
ある n（％）  
ない ∩（％）  
知らない（わからない）  
∩（％）  
ある ∩（％）  
ない ∩（％）  
知らない（わからない）  
∩（％）  
ある ∩（％）  
ない ∩（％）  
知らない（わからない）  
∩（％）  
ある ∩（％）  
ない ∩（％）  
知らない（わからない）  
∩（％）  
ある ∩（％）  
ない ∩（％）  
知らない（わからない）  
∩（％）  
ある ∩（％）  
ない ∩（％）  
知らない（わからない）  
n（％）  
31（75．6）  1（2．4）  
0（0．0）  9（22．0）   
9（20．9）  1（2．3）  
2（4．7）  27（62．8）  
2（4．7）  2（4，7）  
15（36．6）  5（12．2）  
1（2．4）  18（43．9）  
0（0．0）  2（4．9）  
15（34．9）  1（2．3）   
3（7．0）  19（44．2）   
2（4．7）  3（7．0）  
19（47．5）  3（7．5）  
3（7．5）  13（32．5）  
1（2．5）  1（2．5）  
28（70．0）  4（10．0）  
1（2．5）  6（15．0）   
0（0．0）  1（2．5）  
34（82．9）  1（2．4）  
1（2．4）  3（7．3）  
1（2．4）  1（2．4）  
0．932  
口内炎  0．645  
悪心・嘔吐  0．630  
皮膚障害  0．622  
味覚異常  0．611  
食欲不振  0．597  
倦怠感  0．591  
末梢神経障害  22（53．7）  4（9．8）  0．511  
1（2．4）  9（22．0）  
4（9．8）  1（2．4）  
8（20．0）  4（10．0）  0．458  
2（5．0）  21（52．5）   
2（5．0）  3（7．5）  
21（52．5）  4（愉0）  0．365  
5（12．5）  7（17．5）  
2（5，0）  1（2．5）  
下痢  
便秘  



























表4 化学療法後の副作用に対するがん患者のセルフケアと家族支援の実態  
がん患者  家族  
∩（％）  ∩（％）  
がん患者のセルフケアの内容（家族支援の内容）  
がん患者n＝31  家族∩＝31   
∩（％）  ∩（％）  












23（74．2）   15（48．4）   
15（48．4）  7（22．6）   
9（29．0）  8（25．8）  
7（22．6）  0（0．0）  
6（19．4）  4（12．9）   
6（19．4）  0（0．0）  
がん患者∩＝9   家族∩＝9   












8（88．9）  1（11．1）   
5（55．6）  5（55．6）   
4（44．4）  3（33．3）   
2（22．2）  4（44．4）   
1（11．1）  3（33．3）   
0（0．0）  2（22．2）  
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がん患者∩＝15  家族∩＝15   
∩（％）  ∩（％）  







11（73．3）   13（86．7）   
9（60．0）  6（42．9）  
9（60．0）  2（13．3）   
2（13．3）  3（20．0）  
がん患者∩＝15  家族n＝15   
∩（％）  ∩（％）  







10（66．7）  9（60．0）   
6（40．0）  4（26て）   
3（20．0）  5（33．3）  
がん患者∩＝19  家族∩＝19   
∩（％）  ∩（％）  
味覚異常  
外来受診時に医療者に報告相談している（外来受診時に医療者に報告相談している） 12（63．2）  3（15．8）  
昧を調節して、食べやすいように工夫している（昧を調節して、食べやすいようにエ  
夫して支援している）  
9（47．4）   11（57．9）  
唾液の分泌が少ない場合には、すっぱいものを食べたり、水分の多い食事に変えてい  
る（唾液の分泌が少ない場合には、すっぱいものを食べるように勧めたり、水分の多   4（21．1）  2（10．5）  
い食事に変え支援している）  
がん患者∩＝28  家族∩＝28   
∩（％）  ∩（％）  
食欲不振   
自分の嗜好や現在の状態に合わせて食べられる物を食べられるだけ食べている（ご家  
族（患者様）の嗜好や現在の状態に合わせて食べられる物を準備している）  
25（92．6）  21（77月）  
外来受診時に医療者に報告相談している（外来受診時に医療者に報告相談している） 14（51．9）   1（3．7）  
よくかんで少量ずつ回数をわけて食べている（少量ずつ回数をわけて食べることがで  
きるように支援している）  
3（11．1）  6（22，2）  
がん患者∩＝34  家族∩＝34   
∩（％）  ∩（％）  
倦怠感  
倦怠感（だるさ）が軽い時に活動するなど、ペ岬ス配分しながら生活している（倦怠  






ション、マッサージ、アロマテラピー、足浴などして支援している）   
6（18．2）  2（6．1）   
2（6．1）  7（21．2）  
がん患者∩＝31  家族∩＝31   
∩（％）  ∩（％）  














8（36．4）  8（36．4）   
7（31．8）  2（9．1）  
7（31．8）  6（27．3）   
3（13．6）  2（9．1）   
3（13．6）  5（22．7）   
2（9．1）  3（13．6）   
2（9．1）  2（9．1）  
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がん患者∩＝8   家族∩＝8   
∩（％）  ∩（％）  
下痢  








4（50．0）  5（62．5）  
3（37．5）  2（25．0）  
3（37．5）  2（25．0）  
2（25．0）  3（37．5）  
がん患者∩＝21  家族∩＝21   
∩（％）  ∩（％）  
便秘   
下剤や整腸剤の薬を使用している（下剤や整腸剤の薬を使用して支援している）  19（90．5）   10（47．6）  
外来受診時に医療者に報告相談している（外来受診時に医療者に報告相談している） 16（76．2）  7（33．3）  
食物繊維の多い食品をとっている（食物繊維の多い食品をとるように支援している）   9（42．9）   10（47．6）  
腹部をマッサ【ジしたり暖めたりしている（腹部をマッサージしたり暖めたりして支  
援している）  
4（19．0）  2（9．5）  
適度な運動を行なっている（適度な運動が行えるように支援している）  1（4．8）  4（19．0）  
複数回答  
Ⅳ．考察   























































































Ⅴ．結論   
1．化学療法を受けているがん患者が自覚している副作用の有無と家族の認識について、一致率   
が高かった副作用は、外観で最も分かり易い脱毛であった。次いで、口内炎、恋心・嘔吐であ   
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